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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
道路整備課長の原でございます。よろしくお願い致します。
道路局所管の再評価対象事業は、道路改築事業、一般県道仁杉柴怒田線、国道473号の計2件でございます。
道路整備課が担当しています道路改築事業につきましては、資料１の番号１から番号２の２件となっており、いずれの事業も社会情勢等の変化の観点、投資効果の
観点、進捗状況の観点、今後の事業の進捗見込の観点から判断いたしまして、事業効果は十分に見込まれ、県として事業を継続するという対応方針案にて委員会にお諮りするものでございます。
この２件の事業の中で、事業規模が大きく事業期間も長い、道路改築事業一般県道仁杉柴怒田線を代表として説明いたします。






プレゼンター
プレゼンテーションのノート
道路事業再評価箇所の一般県道仁杉柴怒田線ついてご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業箇所は県東部、御殿場市仁杉地区、新東名高速道路（仮）御殿場インターチェンジ付近になります。位置図でも示しているとおり、新東名高速道路の御殿場～
厚木間が、今後順次開通予定であり、平成32年度には全線開通する予定です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　事業箇所についてご説明いたします。当該仁杉柴怒田線は、国道138号バイパスとともに、新東名高速道路の整備計画決定時に（仮）御殿場インターチェンジに
接続する道路として、位置付けられ、新東名と同時に都市計画決定されております。（仮）御殿場インターチェンジの供用開始までの整備が必要不可欠となっている道路です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業概要についてご説明いたします。当該仁杉柴怒田線は新東名高速道路御殿場インターチェンジ料金所から国道138号までの本線及びランプ部を含めた1.5ｋｍを事業区間としております。
事業期間は平成22年度～新東名の供用に合せ、平成32年度を予定しています。標準横断構成は図左下のように、完成計画が4車線の幅員25ｍで、用地買収をすべて行い、整備については暫定2車線の幅員12.25ｍとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業の効果（利便性の向上）についてご説明いたします。
本路線の整備により、新東名高速道路（仮称）御殿場インターチェンジとのアクセス機能が確保され、既存の工場及び物流拠点に加え、新規の工場立地や、市内の
観光拠点の振興、又世界遺産の富士山、国内でも有数の観光地である箱根方面への玄関口として地域振興に貢献することが期待されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは新東名高速道路開通前と開通後の県内における企業立地件数と宿泊者数の推移を示したものです。
新東名高速開通により静岡県の平成25年の工場立地件数は、開通前の約2倍の77件に増加しています。又、宿泊者数についても開通前に比べ、開通後の平成24
年度増加に転じ、昨年度についても富士山の世界遺産登録等の効果もあり、堅調に推移している状況であります。
こうしたことから、新東名高速道路全線開通時に併せ、本路線を整備することは、当地域の産業及び観光振興に多いに貢献することが期待されます。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業の投資効果についてご説明いたします。
総費用(C)は、２３.９２億円
総便益(B)は、１２４．０５億円
費用対効果(B/C)は、５．２１となります。






H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

32


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
進捗状況は26年度末事業費37％、用地費34％、工事は未着手であります。
今後の事業スケジュールといたしましては、用地買収を平成27年度までに完了し、工事においては他事業良質残土の盛土材流用や、新技術、新工法の採用、
プレキャスト製品の積極的活用等、コスト縮減にも取組みつつ、平成32年度に予定されている新東名高速道路の全線開通時期に合せるよう、事業を進めて参ります。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対応方針案としましては
本事業は、新東名高速道路のインターチェンジアクセス道路として必要不可欠であり、当該地域道路網の一翼を担う幹線道路として整備効果が高いことから、
事業を継続し早期完成を図っていきたいと考えております。
以上で一般県道仁杉柴怒田線の説明を終わります。








